
【亙／亘】「亙」の説文の字体が不可思議。現代中国では「亘」
に統合されている。陸軍では「本来は別字」とする。

【五】草書と行書は書き順が異なる。草書は頻繁に書かれ、江
戸では最終画が右に伸びる。江戸期以降、楷書、行書では一
画目が略されることがある。なぜ略すのかは不明。日本相撲
協会の五月場所のチラシの相撲字も「五」の一画目を略して
いる。ちなみに橘流寄席文字は一画目を略さない。

【互】説文篆文にはたけかんむりがある字体とない字体の両
方があるが、たけかんむりのある字体は九経字様ににしか見
えない。九経字様ではたけかんむりがある字を〈説文〉、たけ
かんむりがない字を〈隷省〉、「牙」に似た字を〈訛〉として
いる。

五

互

亙
亘

亜
亞

些
亡

ゴ
いつ
いつつ

ゴ
たがい

コウ
わたり
わたる

わたり

ア
つぐ

ア
つぐ

サ
シャ
いささか

ボウ
モウ
ない
なくなる
にげる

ほろびる
ほろぶ

教1常①

常①

人①

人①

常①

人②

人①

教6常①

侯馬盟書

元暦萬葉①

元暦萬葉⑨

節用

農家調宝記嗣編

二2

庭訓往来

五
現代中国甲骨

甲骨

史頌𣪘

金文 包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

瑯邪台刻石 馬王堆

居延漢簡 石門頌

開通褒斜道刻石

西狹頌

十七帖 集字聖教序 張猛龍碑

鄭羲下碑

虞世南破邪論序

九成宮

干禄・序 聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

節用説文或体 九経〈隷省〉

東寺三宝絵詞 書札重宝記 二2

互
現代中国江戸九経〈訛〉説文篆文 書譜 金剛明経巻二 泉男生墓誌 九経〈説文〉 王勃詩序

二4 陸軍

亘
現代中国金文 説文篆文

節用 二4

本字

陸軍

亘
現代中国甲骨

甲骨

説文篆文 馬王堆

武威漢簡

晋祠銘 法華経方便品 劉元超墓誌 王勃詩序

墨流本朗詠

恩命帖

節用

開化往来

二6 明治の漢字

陸軍

×

亚
現代中国明・張瑞図甲骨

甲骨

郭店楚簡

郭店楚簡

郭店楚簡

金文

金文

金文

金文

説文篆文 馬王堆

馬王堆

尹宙碑 暉福寺碑 孔子廟堂碑 開成石経 道澄寺鐘銘

粘葉本朗詠 節用 亠1 陸軍 ○

亡
現代中国五経・序

九経〈隷省〉 陸軍〈本字〉

甲骨

甲骨

何尊

金文

侯馬盟書

包山楚簡

説文篆文 居延漢簡

居延漢簡

曹全碑

禮器碑

智永千字文 枯樹賦 牛闕造像記

鄭長猷造像

孔子廟堂碑（覆）

孟法師碑

九経〈説文〉 王勃詩序

王勃詩序

節用 二5

些
現代中国

16 17

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【二】五
2
互

2
亙

4
亘

4
亜

5
些

5
【亠】亡

1

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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には「亨」の許容字として「享」を掲載している。字の上部
は古代はやぐら（梯子）なのだが、説文篆文で突然「口」にな
る。これは「高・髙」と同様だ。南北朝以降は梯子に戻り、
開成石経でさえ梯子だ。その字体が日本に伝わる。江戸にな
るとまた「口」に戻る。

【交】「亠」の下に「夂」を書く字体あり。江戸では「亠」の
下に「火」を書く字体あり。漱石は複数の字体を書く。
【亦】魏霊蔵造像記と聖武天皇雑集（下）は「亠」を「ク」の形
に書くが、これは虚画の左払いを実画として書いたものか。
康煕字典の古文の字体は古代の例に見えない。

【亨】【享】「亨」と「享」を古代から別字としている字典と、
元は同字で後に使い分けが生じたとする字書がある。『康煕
字典』、『角川書道字典』、『新書源』（二玄社）は前者であり、そ
の他多くの字典や漢和辞典は後者。本書では前者の説を採っ
たが確証はない。後藤朝太郎『教育上より見たる明治の漢字』

交

亦

亨

享

コウ
かう
かわす
まざる
まじえる

まじる
まじわる
まぜる
こもごも

エキ
また

キョウ
コウ
とおる

キョウ
うける

教2常①

人①

人①

常①

ガイ
い

人①

亥
元暦萬葉① 節用 亠4

亥
現代中国甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷金文

金文

金文

令方彝 睡虎地秦簡

金文

包山楚簡

包山楚簡

説文篆文

説文古文

居延漢簡 熹平石経

曹全碑

元顕儁墓誌 九成宮

雁塔聖教序

開成石経 琱玉集

交
現代中国元暦萬葉⑲ 節用

農家用文章

亠4甲骨 金文

郭店楚簡

睡虎地秦簡 説文篆文 馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

尹宙碑

書譜 集字聖教序 張猛龍碑 九成宮

孟法師碑

五経・序 王勃詩序

王勃詩序

元暦萬葉④

元暦萬葉⑦

節用 亠4

古文

亦
現代中国甲骨 毛公鼎 古璽

睡虎地秦簡

説文篆文 馬王堆

銀雀山竹簡

西嶽華山廟碑

西狭頌

十七帖

集字聖教序

蘭亭序 鄭羲下碑

魏霊蔵造像

孔子廟堂碑

九成宮

干禄・序 聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

後伏見天皇 節用 亠5

古文

古文

明治の漢字

亨
現代中国甲骨

甲骨

令𣪘

金文

古璽 説文篆文

説文篆文

西嶽華山廟碑

熹平石経

景福殿賦 集字聖教序

晋祠銘

爨宝子碑

爨龍顔碑

孔子廟堂碑

道因法師碑

江戸 干禄 王勃詩序

古文甲骨 金文 古璽

古璽

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

張遷碑

禮器碑

景福殿賦 聖武天皇雑集

藤原朝隆 宝抓取 亠6

享
現代中国甲骨 石鼓文 古璽 説文篆文 馬王堆 史晨後碑 賀知章孝経 孟敬訓墓誌 九成宮 干禄字書 威奈大村墓誌

18 19

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亠】亥
4
交

4
亦

4
亨

5
享

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【今】将棋駒の「歩」の裏側は「金（キン・コン）」と音が同じ
「今（キン・コン）」の草書を宛てたものだという。（増川2000）

【京・亰】前漢以降、「口」を書かずに「日」を書く。江戸干
禄は「亰」を〈通〉とし、九経字様は〈訛〉とする。江戸以
降、「口」を書くのは『干禄字書』や『康煕字典』の出版によ
る影響か。康煕字典では「亰」は「原」の俗字。
【亭】正字の開成石経も櫓（梯子）。漱石は「口」、「はしご」、

「草書」の3体を書いている。
【亮】甘谷漢簡、楊貴氏墓誌、文部省活字の足が「几」の形。
五車韻府、美華書館、築地二号の活字もこの字体。
【介】「分」と似た字体になるため、書き順と字体を変えたの
か。江戸では節用の字体が一般的。弘道軒はそれを採用。

①

京
亰

亭

亮
人
介

仇

今
什

キョウ
ケイ
みやこ

キョウ
みやこ

テイ
あずまや
とどまる

リョウ

ジン
ニン
ひと

カイ
おおきい
すけ
たすける
はさむ

キュウ
あだ
かたぎ

コン
キン
いま

ジュウ

教2常①

②

常①

人①

教1常①

常①

①

教2常①

粘葉本朗詠

三体白詩

開化往来

算法地方大成

書札節用

節用

亠6

亠7

明治の漢字

明治の漢字

節用

京
現代中国江戸干禄〈通〉

九経〈訛〉

亭
現代中国

甲骨

甲骨

金文 古璽

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

張遷碑

禮器碑

曹全碑

十七帖

居延漢簡

智永千字文

興福寺断碑

蘭亭序

張猛龍碑

元𥇍墓誌

九成宮

皇甫誕碑

江戸干禄

九経字様

開成石経

王勃詩序

王勃詩序

関戸本朗詠 節用 亠7

亮
現代中国説文逸字 甘谷漢簡 禮器碑陰 祝允明 牛闕造像記 皇甫誕碑 楊貴氏墓誌

元暦萬葉① 節用 人0

人
現代中国甲骨 大盂鼎 郭店楚簡 説文篆文 居延漢簡 乙瑛碑 十七帖 集字聖教序 孫秋生造像 孔子廟堂碑 江戸干禄 王勃詩序

元暦萬葉⑰ 礼容筆粋

節用

人2 國定教科書

介
現代中国甲骨 金文 子弾庫楚帛 説文篆文 居延漢簡

敦煌漢簡

小子残碑

熹平石経

弔比干墓文

李媛華墓誌

九成宮

李思訓碑

干禄字書 王勃詩序

元暦萬葉②

高陽院水閣

節用

節用

節用

人2

人2

人2

國定教科書 江戸 伊賀越敵討

仇
現代中国

今
現代中国

什
現代中国

甲骨 大盂鼎 毛公鼎

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

西狭頌

西嶽華山廟碑

張景造土牛碑

十七帖 蘭亭序

楊大眼造像

敬史君碑

張猛龍碑

元𥇍墓誌

春秋穀梁伝集解

九成宮

道因法師碑

開成石経

五経文字

開成石経

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

20 21

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亠】京
6
亭

7
亮

7
【人】介

2
仇

2
今

2
什

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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数。北魏の楷書は「士」が多数。唐代楷書は「土」が多数。
日本では江戸時代まで「土」が多数。正字は「士」。弘道軒は
「土」のみ。漱石は「土」と「士」の両方を使用。
【仔】甲骨では「保」と字体が衝突している。漢代以降、中国
での使用例が見えない。日本では江戸期に突然出現。

【仙】「仙」の篆文を掲載する字書と掲載しない字書がある。
本書では参考の意味で掲載した。

【仏・佛】「仏」は遅くとも南北朝の頃には使われていた。日
本では「仏・佛」両方が使われてきた。康煕字典では「仏」
は「佛」の古文となっているが、実資料は見えない。
【以】「以」と「㠯」は異体字。「㠯」は丸い刃がある鋤のよう
な農機具だという。「以」は、これまで「㠯」に「人」を加

えた字だとされていたが、睡虎地秦簡や馬王堆の字形を見る
と、「人」とされていた部分は鋤の把手に思える。「已」は鋤
の刃を上に向けた字体だろう。それで「やむ」という意味を
持ったのだろう。唐代までは「巳」と字体が衝突していた。
【仕】旁は「土」と「士」の2種類がある。隷書は「土」が多

仁

仏
佛

以
㠯

已

仕

仔
仙
僊

ジン
ニ

ブツ
ほとけ

イ
おもう
もちいる

イ

イ
すでに
のみ
はなはだ
やむ

シ
ジ
つかえる

シ

セン
セント

セン

教6常①

教5常①

人②

教4常①

④

②

教3常①

人①

常①

②

節用 人3

仔
現代中国甲骨 金文 金文 説文篆文

元暦萬葉⑥ 節用 人3

人11

不折俳画 陸軍

陸軍

仙
現代中国

仙
現代中国

説文篆文

説文篆文 尹宙碑

西嶽華山廟碑

智永千字文 集字聖教序 論経書詩

陽胤墓誌

孟法師碑 江戸五経

江戸五経

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

元暦萬葉①

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

尼崎萬葉⑯

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑳

節用

節用

節用

節用

節用

節用

古文

古文

人3

人3

人2古文

己2古文

人5

己0

國定教科書

漢字要覧 ×

石鼓文

仕
現代中国

以
現代中国

佛
現代中国

佛
現代中国

㠯
現代中国

已
現代中国

甲骨

甲骨

散氏盤

毛公鼎

金文

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文古文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

乙瑛碑

張表碑

北海相景君碑

乙瑛碑

十七帖

書譜

集字聖教序

集字聖教序

王献之

爨龍顔碑

鄭羲下碑

牛闕造像記

馮季華墓誌

比丘尼道慧

高貞碑

温彦博碑

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

御注金剛経

孔子廟堂碑

江戸干禄・序

干禄・序

開成石経

開成石経

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

杜家立成

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

元暦萬葉⑨ 節用 人2

仁
現代中国甲骨 包山楚簡 説文篆文 曹全碑馬王堆 十七帖 集字聖教序 張猛龍碑 孔子廟堂碑 開成石経 王勃詩序

22 23

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】仁
2
仏

2
以

3
仕

3
仔

3
仙

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【企】漢から南北朝時代ごろまでは下部を「止」ではなく「山」
を書いていたらしい。王羲之も「山」を書いている。

【他】異体字の「佗」は包山楚簡の字体と一致する。
【令】隷書や初唐の楷書では最終画が縦線。戦国古璽では
「令」に「口」を加えて「命」とすることもあったらしい。
【仮】康煕字典には「仮」と「假」は別字として載っている
が、それとは別に日本では「假」の草書からできた「仮」が

あり、字体衝突した。江戸版本では「仮」と「假」の使用頻
度は半々ぐらいである。中国では現在も「仮」と「假」は別
の字種。
【会】常用漢字の字体は草書かできたものと思われる。五経文
字に、説文篆文に忠実な字体と石経の字体の両方がある。

他
佗

代
付
令

伊

仮
假

会
會

企

タ
ほか

タイ・ダイ
かえる
かわる
しろ
よ

フ
つく
つける

レイ
しむ

イ
かれ
これ

カ
ケ
かり

カ
ケ
かり

カイ
エ
あう
あつまる
かならず

エ
カイ
あう
あつまる
たまたま

キ
くわだてる

教3常①

教3常①

教4常①

教4常①

人①

教5常①

②

教２常①

②

常①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉②

元暦萬葉②

元暦萬葉①

北山抄

近衛本朗詠

粘葉本朗詠

女庭訓往来

節用

日本永代蔵

節用

膝栗毛

節用

節用

親鸞聖人
御一代記

節用

人3

人3

人3

人3

人4

古文

康煕古文

人4

人9

曰9

古文

明治の漢字

教科書

明治の漢字

陸軍

陸軍

明治の漢字

○

包山楚簡戦国古璽

戦国古璽

会
現代中国

会
現代中国

他
現代中国

代
現代中国

付
現代中国

令
現代中国

伊
現代中国

干禄〈俗〉

甲骨

甲骨

石鼓文

散氏盤

大盂鼎

金文

金文

金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡 包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

中山王方壷

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑

史晨前碑

居延漢簡

乙瑛碑

熹平石経

史晨後碑

熹平石経

史晨後碑

張景造土牛碑

十七帖

書譜

散氏盤

淳化閣帖

智永千字文

書譜

智永千字文

王献之

淳化閣帖

集字聖教序

晋祠銘

王羲之

元煕墓誌

高貞碑

元遥墓誌

高貞碑

高貞碑

鄭羲下碑

元勰墓誌

韓顕宗墓誌

隋蘇孝慈墓誌

裴休圭峰禅師碑

九成宮

孔子廟堂碑

泉男生墓誌

信行禅師碑

假
現代中国

假
現代中国東晋 乞仮帖

雁塔聖教序

智永千字文

智永千字文

九経字様

干禄・序

五経文字

開成石経

五経文字

干禄字書

五経〈石経〉

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序五経〈説文〉

王勃詩序

尼崎萬葉⑯ 節用

女今川宝島台

人4

古文

○ 江戸干禄〈通〉

企
現代中国甲骨文

説文古文

説文篆文 魯峻碑 十七帖 王羲之東方朔画賛

夏金虎墓誌

昭仁寺碑

道因法師碑

江戸干禄

五経文字

威奈大村墓誌

24 25

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】他
3
代

3
付

3
令

3
伊

4
仮

4
会

4
企

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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多くの場合「卬」の1画目が左から右に書かれる。咎無し点
がつくことあり。文部省活字の字体は奇異に感じる。
【伝】この字種は、繁体と略体、正字と通用字、楷書と明朝体
による字体の違いがよくわかる。現代中国の簡体字は草書の
字体。「伝」はなぜこう略すのかわからない。

【任】中国の古代から日本の江戸時代まで正字も含めて旁は
「壬」ではなく「王」とする例が多い。「壬」だとしても1画
目は左から右に書くことが多い。殷代は「王」でなく「工」。

【伎】干禄字書では「技」の〈通〉、つまり「技」の異体字と
して扱われている。行書、楷書では咎無し点が付くことあり。
【休】説文篆文に「广」がついた字体があるが、これに一致す
る例が見えない。南北朝時代は下に横線やれっかがつく。王
羲之も興福寺断碑で横線付きの字体を書いている。唐代の楷

書では横線がつくのは度人経1例だけ。日本の上代は横線つ
きも書かれる。干禄字書では横線つきの字体を〈俗〉として
いるが、康煕字典にはない。手書きでは咎無し点がつくこと
が多い。北魏ではギョニンベンを書くことあり。
【仰】旁の「卬」が「印」と書かれることがある。手書きでは

伎
休

仰

件
伍
仲

伝
傳

任

キ
ギ
わざ
たくみ

キュウ
やすまる
やすむ
やすめる
いこう

やめる

ギョウ
コウ
あおぐ
おおせ

ケン
くだり
くだん

ゴ

チュウ
なか

デン
つたう
つたえる
つたわる

ニン
まかす
まかせる
たえる

新①

教1常①

常①

教5常①

人①

教4常①

教4常①

人②

教5常①

近衛本朗詠

粘葉本朗詠

金峰山埋経願文

元暦萬葉⑩

元暦萬葉②

尊円親王

元暦萬葉②

元暦萬葉②

節用

女用文章

節用

節用 漱石

節用

節用

消息往来

人4

人4

人4

人4

人4

人11 陸軍 ×

江戸干禄〈俗〉

室町 尊円親王

传
現代中国

传
現代中国

休
現代中国

仰
現代中国

件
現代中国

伍
現代中国

仲
現代中国

甲骨

古璽

甲骨

史頌𣪘

睡虎地秦簡

散氏盤

金文

散氏盤

中山王方壷

睡虎地秦簡

古璽

古璽

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

敦煌漢簡

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

石門頌

史晨前碑

張景造土牛碑

曹全碑陰

禮器碑陰

張景造土牛碑

乙瑛碑

淳化閣帖

淳化閣帖

唐太宗屛風書

賀知章孝経

唐太宗屛風書

書譜

興福寺断碑

集字聖教序

王献之

集字聖教序

興福寺断碑

元詳墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

張猛龍碑

鄭羲下碑

元暎墓誌

爨龍顔碑

鄭羲下碑

鄭羲下碑

化度寺碑

九成宮

度人経

等慈寺碑

等慈寺碑

契苾明碑

張明墓誌

孔子廟堂碑

孟法師碑

江戸干禄

開成石経

九経・序

開成石経

五経文字

王勃詩序

王勃詩序

琱玉集

王勃詩序

最澄空海請
来目録

東大寺献物帖

王勃詩序

王勃詩序

節用 人4

伎
現代中国説文篆文 禮器碑 李懐琳絶好書 菩薩瓔珞本業教 世説新書 干禄〈技の通〉干禄字書

小野毛人墓誌

元暦萬葉②

墨流本朗詠

節用

算法地方大成

人4

任
現代中国甲骨

甲骨

金文 睡虎地秦簡

中山王方壷 古璽

説文篆文 居延漢簡

敦煌漢簡

禮器碑陰 十七帖 王献之 爨宝子碑

伊闕仏龕碑

皇甫誕碑 五経文字

開成石経

王勃詩序

26 27

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】伎
4
休

4
仰

4
件

4
伍

4
仲

4
伝

4
任

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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